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どの試合も、戦いも「記憶」に残る接戦・激戦でした。今年度から仙南の 2 市 7 町による「大河原

地区中学校総合体育大会」となり、対戦校も増えた中、どの会場でも名をとどろかせていた円中生。

自分たちのプレーと絆を大切にしながら一戦一戦大切に臨みました。歓喜の涙、悔し涙、感動の涙、

希望の涙…様々な涙と共に、新たな目標を語り合って終了した今大会。どの会場でもその応援は会場

を飲み込む雰囲気を作り上げ、選手を支えてくれていました。この 2 日間の戦いを、「やりきった」

と報告会で選手が述べることができたのも、円中生が一丸になれるようにと様々なご支援とご協力を

くださった保護者の皆さまのおかげです。力強い応援を本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

≪学校教育目標≫ 

志を持ち、ふるさとを思い 

学び合い、支え合い、高め合い 

新たな時代を切り拓く生徒の育成 
 

卓球部 

ベスト８  （３年）

ベスト１６ （３年） 

ベスト８  （３年）

会場全体を見渡しながら、ポイントを獲得した選

手に「届け！」と大きな拍手を送っていました。 

団体戦は、どの試合も接戦でした。個人戦では一人一人が己の力を振り絞

り、一球、一戦力一杯プレーしてきました。勝敗に熱い涙も流れました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野 球

部 
 

 

 

 

遠刈田中さんと一つの目標

に向かって共に過ごしてき

た時間は掛け替えのないも

のとなりました。 

ソフトテニス部

部 

 

ペア 3回戦進出！ 

 

 

 

 

    

 

大会の中で少しずつ成長を感じました。初めて挑戦した

サーブが決まったり、ボレーが決まった喜びは格別で、

自分たちの応援を考えて一声出すのも勇気がいることを

感じつつ、「一体感」の感動を改めて知りました。 

どんなボールにも食らいつき、「あきらめない」かっこよさを

後輩に見せてくれました。「とれる！」と信じて、「つなげる！」

と粘って、3年間培った力を出し切りました。 


